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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月16日(2010.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　本発明の方法の１つの好ましい態様では、イソシアネート反応性成分ａ２）およびａ３
）並びに触媒ｋ）をまず導入し、次いで、本発明の方法の工程Ｉのポリイソシアネートａ
１）を添加する。この場合の温度範囲は、好ましくは５０～１４０℃に設定する。触媒ｋ
）は、成分ａ１）、ａ２）またはａ３）の各々に混合しても良いし、或いは独立して添加
してもよい。工程Ｉに従った反応は、非イソシアネート反応性溶媒、いわゆる共溶媒中で
実施できる。共溶媒を用いずに、この反応工程Ｉを実施することが好ましい。成分ｋ）、
ａ１）、ａ２）およびａ３）を工程Ｉに従って混合した後、赤外分光法によってＮＣＯ基
がもはや検出されなくなるまで撹拌を継続する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　次いで、１つの好ましい態様では、工程ＩＩで得たヒドロキシル官能性かつＮＣＯ不含
有のポリウレタンを、１０１．３ｋＰａ（１０１３ｍｂａｒ）の圧力下で８５℃未満の沸
点を有する揮発性水混和性共溶媒（例えばアセトン）に溶解し、続いて、溶液をブロッキ
ング剤ａ４）と混合する。代わりに、まず、ブロッキング剤を、本発明の方法の工程ＩＩ
からのポリウレタンに混合し、次いで、得られた混合物を溶媒に溶解することもできる。
工程ＩＩからの混合物の好ましい溶媒含有量は、混合物の粘度に依存し、０～６０重量％
、特に好ましくは５～３０重量％である。温度は、０～８０℃、好ましくは２０～５０℃
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に設定する。その後、温度が８０℃を超えないような速度で、ポリイソシアネート成分ａ
５）を計量添加する。添加および続く撹拌の間、２０～６０℃の温度範囲を維持すること
が好ましい。赤外分光法によってＮＣＯ基がもはや検出されなくなるまで、混合物を撹拌
する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　水に分散させるため、必要に応じて強い剪断を伴って、一般的には１Ｗ／Ｌ～１０００
ｋＷ／Ｌの撹拌エネルギーを用いて、ポリウレタン溶液を分散水に導入するか、または逆
に、分散水をポリウレタン溶液に添加して撹拌する。好ましくは、水を溶解ポリウレタン
に添加する。工程ＶＩＩでの分散終了後、存在する揮発性溶媒を蒸留により除去する。蒸
留は、好ましくは、２０～７０℃、より好ましくは３０～５０℃の温度で減圧下実施する
。減圧は、好ましくは５～５０ｋＰａ（５０～５００ｍｂａｒ）、より好ましくは１０～
２０ｋＰａ（１００～２００ｍｂａｒ）に設定する。まず、所望の温度に設定して蒸留に
必要な減圧に適合させることができ、またはその逆も可能である。１つの特に好ましい方
法では、まず、１０～２０ｋＰａの減圧を設定し、次いで、分散体を室温～４０℃に温め
る。この方法の利点は、完成分散体中の溶媒量を少なくできることである。溶媒量は一般
に、分散体に対して０．５重量％未満である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　続いて、混合物を７０℃まで冷却し、その後、１４０ｇのアセトンを添加して４０℃ま
で冷却した。４０℃で５０．５ｇの３，５－ジメチルピラゾールを添加して２０分間撹拌
し、その後、１０２．４ｇのDesmodur（登録商標）N 3300を１時間にわたって計量添加し
た。このとき、温度は３５～４０℃であった。赤外線分光法によってイソシアネート基が
もはや検出されなくなるまで、撹拌を１時間継続した。続いて、２０．９ｇのＮ，Ｎ－ジ
メチルエタノールアミンを添加し、４０℃で１０分間撹拌を継続し、その後、７８９ｇの
脱イオン水を添加した。微粒子分散体が生成した。減圧下（１２ｋＰａ（１２０ｍｂａｒ
））、４０℃で約２時間にわたって蒸留することによって、該分散体からアセトンを除去
した。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　続いて、混合物を７０℃まで冷却し、その後、１４０ｇのアセトンを添加して４０℃ま
で冷却した。４０℃で４５．７ｇのブタノンオキシムを添加して２０分間撹拌し、その後
、１０２．４ｇのDesmodur（登録商標）N 3300を１時間にわたって計量添加した。このと
き、温度は３５～４０℃であった。赤外線分光法によってイソシアネート基がもはや検出
されなくなるまで、撹拌を１時間継続した。続いて、２０．９ｇのＮ，Ｎ－ジメチルエタ
ノールアミンを添加し、４０℃で１０分間撹拌を継続し、その後、９７５ｇの脱イオン水
を添加した。微粒子分散体が生成した。減圧下（１２ｋＰａ）、４０℃で約２時間にわた
って蒸留することによって、該分散体からアセトンを除去した。
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【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　続いて、混合物を７０℃まで冷却し、その後、１４０ｇのアセトンを添加して４０℃ま
で冷却した。４０℃で４５．７ｇのブタノンオキシムを添加して２０分間撹拌し、その後
、１０２．４ｇのDesmodur（登録商標）N 3300を１時間にわたって計量添加した。このと
き、温度は３５～４０℃であった。赤外線分光法によってイソシアネート基がもはや検出
されなくなるまで、撹拌を１時間継続した。続いて、２０．９ｇのＮ，Ｎ－ジメチルエタ
ノールアミンを添加し、４０℃で１０分間撹拌を継続し、その後、９７５ｇの脱イオン水
を添加した。微粒子分散体が生成した。減圧下（１２ｋＰａ）、４０℃で約２時間にわた
って蒸留することによって、該分散体からアセトンを除去した。
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